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高年齢者の動的平衡機能とそれに関与する体力要因
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Abstract

Thedynamicequilibriumfunctionintheoldwascompairedwiththatintheuniversity
Q↑'wlPn↑負(ihevnung)andwasillvestigatedthecorrelationtothephysicalfitnessfactors.The

numberofoldsubjectswere61,agedfrom62to78years.Theresultswerefollows:
1)WemeasuredOthetrackingabilityoffootpressurecentertoavisualtarget,@the

equilibriumfunctionwhilevibratingafloorinanteroposteriordirectionandtheequilibrium
reactionwhenafloorwasquicklyinclinedinanteriororposteriordirection.Inallmeasurements,
theabilityoftheoldwasinferiortothatoftheyoung,especiallyinposteriordirectionandin
femaleThecorrelationcoefficientsamongthreemeasurementsWerenotsignificant,expectthe
correlationbetweenandareactioninanteriortiltofO.

2)Wemeasured(1)morphology,(2)flexibility,(3)lowerlegmusclestrength,(4)bodyreaction
timeand(5)jointangularsensation・Theitemswhichtheabilityoftheoldwasremarkably
inferiortothatoftheyoungwereupperleggirthin(1),hipextensionin(2),plantarnexionin(3),
starttimein(4)andshoulderabductionandflextionin(5).

3)ThefactorsofphysicalfitnesswhichshoWedasignificantcorrelationcoefficienttothe
equilibriumfunctionwereplantarflexionandshoulderabductionsensationinO,%fatandpla"
fl6xionTrengthinOshoulderflexionsensationandtrunkflexionsensationinanteriortilto
andplantaranddorsalflexionrangeandshoUlderflexioilrangeinposteriortiltofO
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1．研究目的

商年齢労働者においては，転倒・転落・励態物との接触蛎故が多く，その原因ともなってい

る平衡機能の低下を防止したり，改善する方法の開発が急務とされている。

老人の転倒などによる労'助災害については，静的な状態での平衡機能の分析を畝ら,7)が行っ

ており，’敬経験との間に明確な関係が認められていない｡Fernie2)は，転倒経験者の平衡機能

が劣るという結果を級告しているが，その差は伽かであるという。このような結果は，取り上

げた平衡機能が，転倒に直接結びつくような肋的なものでないことによることも十分考えられ

る。しかしこれについては，どのような平衡機能にどのよう･な生理学的要因が関与するかを検

討することがなされなくてはならず，この判断は#|"Rをきす必要がある。

本研究では,高年齢者の平衡機能について，大学生との比較を通じて，老化の生理学的な基

礎研究を進めた。ここで取り上げた平衡機能は，随意的に姿勢を変える場合や，身体になんら

かの外乱刺激が負荷された場合のものである。また，その1肋的平衡機能に影郷を及ぼす可能性

の商い体力要因等について洲在し,それと肋的平衡機能との関係について検討した｡それによっ

て，1肋的平衡機能の訓練の方向づけを行おうとするものである。

2．方法

(1)対象

大学生男女20名と，62歳から78歳までの老人男子30名及び女子31名を対象とした。若年者に

関しては,著者らがこれまでに報告してきたデーター‘)と｢体力柳準値｣'1)に掲!|晩されているデー

ターを用いたものもある。これらはいずれも，本人の申告により平衡機能に特別の疾患の無い

者である。

(2)平衡機能の検査項目

A足圧中心による視椴トラッキング時の平衡機能

被験者に床反力計(ワミー,WA1001)上にて立位姿勢を保持させ,1.5m前方で視標をゆっ

くり動かし，それに合わせて前後方向に足圧中心(CFP)を追従させ，その追従能力から平

衡肋作の正確性を評価した(図1)。トラッキングの移肋施囲は，趾から足長の30%から70%と

した。また，視標の移動速度は等速とし,0.025Hzとした。試行時間は2分間とした。平衡肋

作の正確性は，視標に対する足圧中心の絶対誤差で評価した')｡得られた値は，次式により足長

で補正した。

補正値＝実測値×25／足長

B水平床振動時の平衡機能
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不安定な足場を想定し，立位姿勢を保持している床反力計（パテラ,S110)を登,lifした振1肋
台('他子制御グループ｡,PWO198)を，前後に正弦波状に振仙した（図2)。床振1肋の振l胴は2.5
Cm,周期は0.5Hzとした。振動の負荷時間は1回1分間とし,5試行実施した。平衡機能の評
価は，床反力計から検出されるCFP肋揺の平均速度によった3)｡得られた値は，次式により身
長補正を施した。

補正値＝実測値×160/身挺

C急速床傾斜時の平衡機能

身体に外乱があってから平衡を取り戻すまでの反応の速さについて検討した(図3)・外乱刺

Fig.1CFPTrackmg
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激は，立位姿勢保持時の急激な床の傾斜とした｡被験者には足底の特定の位溌（皿から足長の

30%と60%の±1cm)にCFPを保たせ，前方ないし後方の床のストッパーをはずし，自分の

体重で床が傾くようにさせた。床の傾斜角は5度とした。床の傾斜軸の位涜は，趣から足長の

45％とした。試行回数は各方向3回とした。平衡反応の速さは，床の接地時間によって評価し

た(図4)。方向ごとの3試行の平均値を代表値とした。なお，試行に先立って，肋作様式を学

習するために，各方向3回ずつ練習を行った。

(3)平衡機能に関連する体力学的検査項目

上記の肋的平衡機能を左右すると予想される体力学的検査項目について検討した。

A関節角度感覚能

体幹の30度前屈感覚能,股関節の30度屈曲感党能，ノII関節の45度外転と屈曲感覚能，足関節

の30度庇屈臘地能を角閲側l法で測定した。試行は，閉IIKにて,目標とする関節角度を検者の

指示のもとゆっくりと2回砿認した後，いずれも5回課した。評価は目際仙からの絶対誤迷で

行い，5試行の平均値を代表仙とした。

B｣li純全身反応時llll

光刺激があってからジャンプ!肋作を|淵飴までの時間(肋作|捌始時間)，足が雛地するまでの時

間（全身反応時間）及びその潅（1肋作時間）を測定した8)。試行は5回とし，得られた全身反応

時間の暇大仙と雌小仙を除いて，残り3試行のilz均仙を代表ｲ1Aとした○

C柔jik性

足関節の隆・背屈可動城，股関節の屈曲・伸展可勅城，長座位前屈可岫城を測定した。足|肘

節の底・背屈は仰臥位で趾を測定台よI)前方に出し接地しないようにし，股関節の屈曲・伸股

は，立位で体幹部を壁面に固定して行った。

D筋力

椅座位にて股関節・膝関節・足関節を90度に屈曲し，足の底屈力と背屈力を測定した6)o

E形態

体重，体脂肪lil:,身長，上肢長，転子果長，下腿長，足長，足幅，大腿周径，下腿周径，中

足指節関節部周径を計測した6)。

なお，統計計算に用いた有意水準は5％である。

3．結果

(1)動的平衡機能

A足圧中心による視標トラッキング動作時の平衡機能
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全トラッキング区間における平均誤差(単位:cm)は,老人男子1.04±0.490,老人女子1.86i
0.574,若年男子0.59±0.233,若年女子0.86±0.316であり，男女とも老人が有愈に大きな航を
示した。また，男女間の比較では，老人、若年者とも女子の方が称意に大きな他を示した。老
人の他の若年者に対する倍率は，男子1.76倍，女子2.16倍であった。また，老人の値の年齢と
の相関係数は，男子0.120,女子0.404(p<0.05)であった。

トラッキング区間を蛾前方よりの後方移勤時（前方よりA,B,C,D)と蚊後方よりの前
方移岫時（後方より(E,F,G,H)に分け，それぞれ4等分割し，区間毎の平均誤差を求
めた（図5)。全区間を通じて老人の方が大きな値を示し，特に鮫後方区間(D,E)のｲlf(が大
きかった。前方A区間と後方E区間の値の相関係数を求めたところ，老人男子0.161,老人女子
0.430(p<0.05)であり,iWiいものではなかった。また，彼方移1肋時の方が前方移1肋時よりも
大きな値を示す傾向が老人で猟執:であり,移肋方向による差は女子では各区間とも有激であり，
男子では後方の2区間で有意差が認められた。若年者では，女子では老人と同様の傾向を示し，
男子では各区間とも移肋方向間に有意な差は認められなかった。

B床振動時の平衡機能

床振肋時に平衡を失うことが，老人において度々 認められた。その多くは，後方に平衡を失
い足位を変えた。足位を変えた場合には，その間のデータは解析から除外した。床振肋時のC
FPの平均速度について，試行を敢ねることによる変化を図6に示した。若年者の値は，いず
れの試行回でも有意な性差を示さず，男女とも第3試行までに急速に減少した。隣接する試行
回で有意差を示したのは，節3試行までであった。老人の値は,いずれの試行回でも若年者に
比べて有意に大きかった。また男子よりも女子の方が大きい値を示す傾向があり，有意な性差
は蕊3試行まで認められた。試行による値の変化にも性差が認められ，男子は第2試行で有意
に減少し，その後隣接する試行間で有意差が認められなかった。それに対して女子では，第4
試行まで隣接間で有意差を示し減少した。

全被験者の第1試行と第5試行の平均速度の相関関係を図7に示した。その中に若年者と老
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人の男女別の回帰直線を示した。

相関係数は，若年男子0.920,若年

女子0.686,老人男子0.798,老人

女子0.679であり，いずれも有意な

相関であった。各回帰式は次のよ

うになった。
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これらの結果は，老人を含めい Triainumber

ずれの群でも鋪5試行までに平衡Fig.6VariationofCFPmeanspeedfromfirsttrialto
fifthtrial

磯能が向上すること，また鋪1試

行で大きな航を示したものほど第

5試行までの減少の程度が大きいことを示している。ただし，多くの老人が若年者の分布より

も上方に位樅しており，減少の程陛は若年満よりも低かった。また藩年若では，第5試行に全

貝の仙が減少しているのに対して，老人では5名の者が第5試行で第1試行よりも州加し，ま

たほとんど変化しないものも約5名認められた。

年齢と第1試行に対する弟5試行の平均速度の割合の相関関係を，図8に示した。男子は有

意な相関を示さず年齢による仙の疫化が認められなかった。それに対して女子は有意な相関を

示し，加齢によって値力州加した。第1試行に対する弟5試行の剖合の平均航及びｲ綱{iｲl'継航
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は,若年男子0.648rO.1046,若年女子0.689±0.1497,老人男子0.826±0.1765,老人女子0.762i
0.1220であり，老人の方が有意に高い値を示した。

C急激な床傾斜時の平衡機能

傾斜板が5度傾斜し接地している時間（接地時間）については，年齢との有意な相関は認め
られなかった。接地時間の平均値及び標準偏差値を，方向別及び性別に図9に示した。なお老
人では転倒しそうになり，全試
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行を通じて介助を必要としたも

のが後方傾斜時に認められ，そ

の数は男子2名，女子3名で

あった。また，老人の仙は若年

者に比べて箸し〈大きく，若年

者に対して前方傾斜では男子

2.09倍，女子2,04倍，後方傾斜

時では男子1.75倍，女子1.58倍

であった。また，傾斜方向間で

は，若年者では男女とも後方傾

斜時の方が有愈に商い仙を示

し，老人では有激な差は認めら

れなかった。

ｑ
》
ｒ

ｎ
ｅ

ｕ
ｄ

ｏ
Ｉ

ｙ
ｅ

口
困

1200

I
1000

800

1600

400

200 ー ■■■

malefemalemalefemale

anterior postericr

Fig.9Reactiontimeinfloortilt

(2)平行機能の各項目間の相関関係

肋的平行機能の代表他を，トラッキングでは全区間の平均誤差，床振1肋では鋪5試行のCF

P平均速度,急激な床傾斜では傾斜方向別の接地時間とし，項目間の相関係数を求めた(表1)。
平衡機能の各項目間の相関は，全般的に低いものであった。有意な相関は，男子においてのみ

認められ，トラッキングと前方傾斜(r=0.548),前方傾斜と後方傾斜(r=673)であった。
Tablel.Correlationcoefficientsamongitemsforequilibriumfunction.

Vibration Tilt(ant.) Tilt(post.)

Male

CFPtracking
Vibration

tilt(ant.）

Female

CFPtracking
Vibration

tilt(ant.)

0.221 0.548＊＊

-0.001

0.266

0.098

0.673**

0.121 0.248

-0.164

0．158

－0，195

0.369

**p<0.01

』
？



28 I際脈勝夫・浅井仁・外山覚・宮口明錠・山科忠彦・碓井外幸・国田關治

(3)体力要素の若年者と老人の比較

形態，柔軟性，下腿の筋力，全身反応時間，及び巡勤感覚能に関係する項目について，若年

者と老人の平均値，柳準偏差伽，及び若年者に対する老人の値の割合を，表2に示した。若年

者に比べて老人の値力抵かつたのは，形態の中では大腿周径囲であった。それに対して，ほと

んど差が認められなかったのは，足幅と中足指節関節部の周径囲であった。また体亜と除脂肪

体亜が老人で顕著に減少しているのに，体脂肪率は老人の方が若干高い傾向があった。

柔軟性の項目では，老人の男女とも股関節伸展可1肋域力葡特に低い値を示した。また，老人男

子では体前屈可動域が著しく低くかつた。それ以外の項目では老人において女子の方が男子よ

りも低い傾向があった。

下腿筋力についての若年者に対する老人の値の割合は，背屈よりも底屈力の方が低かった。

体砿に対する筋力の割合については,底屈力は若年者では男女とも1.7に近い仙であるのに対し

て，老人では男子1.49,女子1.23であり，特に女子で低かった。体IIi当りの背屈力は男子では

年代間にほとんど差が認められず，女子ではむしろ老人の方が高い傾向を示した。全身反応

時間は，若年者に対して老人での値は約1.5倍であった。その内訳については，肋作時間よりも

反応開始時間の方が老人で大きな値を示した。

悠覚能は足関節底屈を除いて，老人で低下し，中でもAl関節の男女の伽と股関節屈曲の男子

の値の低下が猟符であった。

(4)平行機能と体力要素の関係

平衡機能の各項目と体力要衆との相関関係を検討した。表3～6に，各平行機能の代表値ご

とに0.3以上の相関係数を示した体力要素を列挙し，その有愈水準を示した。

男女に共通してあげられた項目は，トラッキングでは底屈力（負）とﾉ側関節外II医感覚能（正）

のみであった。同じく床振肋では体脂肪率（負）と底屈力（負)，前方床傾斜ではﾉIj関節屈曲感

覚能(正)と体幹屈曲感覚能(正)，後方傾斜では底･背屈可1肋域(負）と肩関節屈曲可!肋域(負）
であった。

相関係数が0.5以上と高かった項目は，トラッキングでは，男子が体重当りの底屈力（負)，

女子では下腿長（負)，足長（負）及び肩関節外移!|藍感覚能（負）であった。床振勤では，男子

が体重（負)，大腿周径囲（負)，下腿周径囲（負)，中足指節関節部周径囲（負)，女子が全身

反応時間（正）であった。前方床傾斜では，男子が体重当りの底屈力（負）であった。後方床

傾斜では，男子が背屈可動域（負）及び肩関節外転感覚能（正）であった。

－

～
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ユUle乙．しOInDarlSOnOrSC
JeLweenelQeranqyOUn輿SUD1E

＊東京都立大学体育学研究室（1989）：日本人の体力標準値（第4版)，不昧堂出版，東京より引用
*＊藤原勝夫，外山兜（1992）：身体活動と体力トレーニング，日本出版サービス，ル〔京より引用

(elder)
male famale

(young)
male female

Item mean(ration)S.D.mean(ratio)S.D. meanS.，．meanS.D.

Bloodpressure
(mmHg)
0今

Diastolic 78．9（1.09)13.4179.2(1.10)14.58
Systolic 143.0(1.13)19.0513868(1.18)18.97

Physique(cm)

Height159.2(0.92)5.57146.6(0.92)4．98
Sittingheight84.4(0.93)3．1878.9(0.94)2.83

Upperlimblength52.8(0.95)2.0248.5(0.95)2.10
Leglength 73.1(0.93)4.8169.1(0.93)3.63
Lowerleglength37.6(0.92)1.9435.0(0.92)2.38

Upperleggirth38.8(0.75)3.8539．4(0.78)3.52

Lowerleggirth31.5(0.88)2．7231．1(0.90)3.23
Footlength23.8(0.94)0.9521.9(0.94) 0.71

Footbreadth10.0(0.98)0.619.2(0.99)0.49

Footgirth23.2(1.00)1.2421.2(0.98)0.88
Weight(kg)55.5(0.88)8.5346.5(0.89)6.71
Bodyfat(%)15.6(1.04)4.6425.2(1.06)6.91
Leanbodymass(kg)46.5(0.88)5..3734.4(0.87)3,11

Flexibility

Plantarflex.
(degree) 23.5(0.85)6.7320.2(0.82)4.11

、

Dorsalflex.(degree)15.3(0.97)4.8215.0(0.89)4.21
Hipnex.(degree)72.5(0.96)10.1465.3(0.88)12.04

Hipext.(degree)16.8(0.59).5.4016.8(0.50)6．90
Tmnknex.(cm)-4.211.388.76.47

Musclestrength
ノロ

Plantarnex.(kg)81.9(0.78)14.9557.8(0.66)12.61

Dorsalflex.(kg)19.5(0.84)4．5216.2(0.98)2.98

Plantarflex./W1.49(0.89)0.2191.23(0.73)0.258

Dorsalflex./W0.36(0.97)0.0930.35(1.09)0.080
Body
(msec）

reactiontime

Starttime 279.5（1.68）69.42278.2（1.61） 70.25

Movementtime 228.0（1.39）29.68234.8（1.36）38.22
Reactiontime 507.5(1.54)90.44510.0(1.48)100.25

Sensibility(degree)

Shoulderabd.8.0(3.64)5.276_6(4.40)4.45
Shoulderflex、 7.3(2.92)4.06.1(2.54)3.96
Trunkflex. 3.3(1.14)2.483.2(2.00)3.07
Hipflex. 3.5(2.50)2.242.3(1.35)1.91

Ankleplant.flex. 4.8(1.07)3.023.5(0.56)3.48
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Table3.ItemswhichshowasignificantcorrelationtototalmeaneITorofCFPtracking
Male

Item r p

Str・plantarflex．-0.466<0.05

Str.plantarflex./W-0.594<0.01

Bodyreactiontime O,474<0.05

Sens.shoulderabd.0.332>0.1

Sens.shoulderflex. 0.376<0.1

Female

Itemr p

Lowerleglength-0.578<0．01

Footlength-0.611<0.01

Str・plantarflex.-0.340<0．1

Sens.shoulderabd.0.542<0.01

Sens.hipnex. 0.419<0.05

Table4．ItemswhichshowasignificantcorrelationtoCFPmeanspeedinfloorvibration

Male

Item r p

Weight-0.653<0.01

Lowerleglength-0．407<0.1

Upperleggirth-0.674<0.01

Lowerleggirth-0.593<0．01

Footbreadth-0.346<0.1

Footgirth-0.529<0.05

Bodyfat(%) -0.512<0．05

Leanbodymass－0.614<0.01

Str・plantarflex.-0.551<0.01

Str.dornalflex./W0.433<0.1

Sens.shoulderabd.0.390<0．1

Sens.shoulderflex. 0.371<0.1

Sens.ankleplant.flex. 0.511<0.05

Female

Itemr p

Height-0.438<0．05

Sittingheight-0.406<0.1

Bodyfat(%)-0.351>0.1

Hipflex.range-0.419<0.1

Tmnkflex.range-0.377<0.1

Str.plantarflex.-0.477<0.05

Str.plantarflex./W-0.315>0.1
卜

「

Bodyreactiontime 0.590<0.01

Table5.Itemswhichshowasignificanttoreactiontimeinplatformanteriortilt

Male

Item rp

Leglength-0.468<0.05
FootbreadthO.448<0.05

Plantarflex.range-0.442<0.05

Dorsalflex.range-0.331<0.1

Str.plantarflex./W-0.519<0.01

Str.dorsalflex./W-0.328<0.1

Bodyreactiontime 0.372<0.1

Sens.shoulderabd.0.448<0.05

Sens.shouderflex. 0.346＜0．1

Sens.trunkflex.0.304>0.1

Female

Itemr p

Sens.shoulderflex. 0.321＞0．1

Sens.trunkflex. 0.407<0.1

Sens.hipflex. 0.336>0.1
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Table6.Itemswhichshowasignifficantcorrelationtoreactiontimeinplatformposteriortilt

Male

Itemrp

Upperlimblength-0.342<0.1

Leglength-0.391<0.05
Plantarflex.range-0.413<0.05

Dorsalflex.range-0.529<0.01

Hipext.range -0.332<0.1

Trunkflex.range -0.459<0.05

Str.plantarflex./W -0.375<0.1

Str.dorsalHex./W-0_328<0.1

Sens・shoulderabd.0.554<0.01

Sens.shoulderflex. 0.367＜0．1

Female

･I t e m r p

Footlength-0.344>0.1

Plantarflex.range -0.399<0.1

Dorsalflex.range -0.367<0．1

Movementtime-0.409<0.1

Sens.shoulderflex. 0.358＞0．1

Sens.trunknex. 0.465<0.1

4．考 察
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(1)各平衡機能測定の特徴

老人の肋的平衡機能の項目間に,有迩な相関が認められないか(女子では全く認められない)，

あるいは認められても蛾も高いもので前方傾斜と後方傾斜の0.673であった。これは，これらの

平衡機能を左右する要因が著しく異なっていることを示唆するものであろう。

トラッキングでは，トラッキング周波数が0.25Hzとゆっくりであり，前後方向のCFP位縦

による姿勢の安定性の述いを検討するために考察されたものである。これには視覚入力による

フィードバックが強く関与する')。

床振1肋は，あえて周期的に床を移1肋しており，外乱刺激を予測した姿勢制御能を検討するた

めに考察されたものである。これは閉眼で試行されており，体性感覚系が強く関与している。

また,若年者では1分間の試行を5回繰り返すだけで,顕著な訓練効果が得られることがわかっ

ている4)。

急激な床傾斜では，外乱刺激によって崩れた平衡を取り戻す辿さを，前方と後方に分け検討

するために考察されたものである。これが，つまずいて転倒するような刺激に蚊も近いもので

あろう。

(2)老人の平衡機能のトレーニングの方向性

このような平衡機能の測定を通じて，いずれの項目にも老人に共通して認められたことにつ

いてあげる。

第1に，若年者より著しく低下していた。これとの対応で，若年者と大きな差のあった体力

要素が参考になる。その中で，大腿周径囲の低下は大腿部の筋I1I:の低下を示すものであろう。

筋力では底屈力の低下が顕著であった。また股関節伸展可肋が著しく低下していた。全身反応

時間，その中でも神経系要因を示す反応開始時間が著しく遅くなり，かつ体幹部に位識する関
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節の巡勤感覚が著しく低かった。

第2に男子よりも女子の方の平衡機能が劣っていた。これは，安静立位姿勢の安定性につい

てのこれまでの報告7),9),10),13),14),16),18)と大きく異なっている。上述した中で顕著な性差が認めら

れ，男子が優れていたのは，底屈力のみであった。

第3に年齢との相関がないかあるいはあっても極めて低いものであった。すなわち，生理的

年齢が歴年齢と大きく異なることを示すものであろう。このことに関迎して，生活様式を変え

たり，トレーニングを行うことによって平衡機能を向上させ柵ること示唆する報告がいくつか

なされている5)''2)''5)''9)｡床振動の試行を亜ねることによる平衡機能の変化は,若年者と比べて低

いが，老人でもある程度のトレーナビリテイを有していることを示すものであろう4)。

第4に前方よりも後方での姿勢調節や安定性が老人で判:しく低いものであった。これに関述

する体力要因として股関節伸展可肋域の耕しい低下，女子の背屈可肋域の低下，男子の背屈力

の低下などが要因としてあげられよう。

前述したように平衡機能のトレーニングの可能性が示唆されたが，その方法について結果を

もとに考察する。肋的平衡機能と言ってもその関与する生理機能や体力は大きく異なっている

ことが推察された。しかし，各平衡機能と体力要素との相関をみると，底屈力などの脚筋力と

巡肋感覚能はいずれの平衡機能にも関係していることが推察される。そのほか特有な体力要因

としては，床傾斜では足関節の可肋域があげられよう。これらはいずれも老人においてある程

度トレーニングの可能性があるものである。この他に，今回測定した平衡機能は，どの様な感

覚系やi凋節系が関与しているかを考慮する必要がある。また，前述した若年者と著しい差を示

した体力要素や，顕鞘:な性差や方向間の差に関係する体力要衆に注目する必要があろう。

5 ．まとめ

老人の勤的平衡機能について，大学生との比較を行うとともに，体力要素との相関関係につ

いて検討した。

1）肋的平衡機能として，①足圧中心による視標ト･ラッキング能力，②水平床振肋時の平衡

維持能力，③急速床傾斜時の平衡反応を測定した。いずれも，大学生に比べて老人の能力は低

いものであった。特に，後方での平衡が箸し〈低いものであった。また，いずれも女子の方が

低い傾向が認められた。ただし，3つの平衡機能の相関は，男子における①と③の前方傾斜に

のみ認められ，他は有意でなかった。

2）形態，柔軟性，下腿筋力，全身反応時間及び巡動感覚能について測定した。大学生に比

べて老人の値が著しく低かったのは，形態では大腿周径囲，柔軟性では股関節伸展可肋域，下

腿筋力では底屈力，全身反応時間では反応開始時間，巡動感覚能では肩関節外転と屈曲感覚能

であった。

3）平衡機能と体力要素の間で有意な相関で，男女に共通してあげられた項目は，①では底

屈力と肩関節外転感覚能，②では体脂肪率と底屈力，③の前方傾斜では肩関節屈曲感覚能と体

幹屈曲感覚能，後方傾斜では底・背屈可動域と肩屈可動域であった6

－－－－
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本研究の遂行にあたり，松任市山島地区老人会の多大なる協力を得た，深謝致します。なお，

本研究一部は，デサントスポーツ研究助成と高年齢者雇用開発協会の研究助成を得て行われた

ものである。
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